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沖縄県教育委員会指定 体育・スポーツ推進校

南城市立船越小学校

研究主任 城間盛覚

最終年次・研究報告



船越小学校

R４～R６ 沖縄県教育委員会指定「体育・スポーツ推進校」

令和４年度 １年次（理論研・校内研究授業）

令和５年度 ２年次（校内研究授業・島尻地区公開授業）

令和６年度 ３年次（校内研究授業・研究報告会）



テーマ設定の理由（社会的背景）

変化の激しい社会を生きていくために
必要な資質・能力

知識・技能

思考力・判断力・表現力

学びに向かう力・人間性等



小学校学習指導要領解説体育編（平成29年告示）
P６

豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力

運動や健康に関する課題を発見し，

その解決を図る主体的・協働的な学習活動を通して，

『知識・技能』『思考力・判断力・表現力等』,

『学びに向かう力・人間性等』を育成することを

目標として示す。



児童の実態（教師の見取り）

〇意欲的に活動できない児童

〇対話活動に消極的な児童

〇仲間との関わりが少ない児童



要因

〇意欲的に活動できない児童

〇対話活動に消極的な児童

〇仲間との関わりが少ない児童

→児童が活動に対して意欲的になるための工夫が不足していた。

→話し合いの目的や内容が不明確であった。

→協働的に学ぶことの楽しさや価値を感じさせることができ
なかった。



令和６年度 南城市立船越小学校（最終年次）

研究テーマ

「運動の楽しさを味わい、
自己や集団の課題に進んで取り組む児童の育成」

サブテーマ

～自己決定の場や対話的な活動を取り入れた
体育学習を通して～



テーマに迫るための取り組み（共通実践）

④「対話的な活動の場の工夫」

①「運動の特性に着目した授業づくりと教具の工夫」

③「児童の課題解決をサポートする手立て」

②「自己決定の場の設定」



「運動の特性に着目した授業づくりと教具の工夫」





令和６年５月
第４学年 ゴール型ゲーム 「セストボール」
授業者：伊佐依子・城間盛覚

（ゴール型ゲームの特性の面白さ）
ボール操作ができるスペースに移動し、そこ
でパスを受け、ゴールにシュートをすること
が面白い運動。



セストボールを楽しむための
技能を高める

苦手な児童も楽しめる
規則について話合う

安心して学習ができる
環境について確認する

第１時～第４時



セストボールをもっと楽し
めるようにパスをもらうた
めの動きについて考える

チームの関わり合い
を深める

第５時～第８時



ハーフコート → １チームあたりの人数を減らせる
攻め３人、守り２人 → パスが通りやすい
攻守交代制 → 何度も攻めに挑戦できる・専念できる



４コート設定 → １チームあたりの人数を減らせる
３人対３人 → ボールに触れる回数が多くなる



「児童の課題解決をサポートするための手立て」



上手くいかなかった もっと動きの質を高めたい

課題形成・課題解決の活動



よくわからない

はっきりしない

自分の課題が

チームの課題が

何ができていて何ができないのかわからない



分析カードの活用







よくボールを落とされている場所を見つけ、その後、
チームで守り方の工夫について考える。



課題はレシーブ？トス？アタック？ どこのエリアに打つと多く進塁できる？





「自己決定の場の設定」



「自己決定の場の設定」

この高さはちょっと怖いな

このボール当たったら痛そうだな

楽しめるルールがあれば…

違う方法でやりたいのに･･･

規則やルール

用具

練習や学習形態

自分に合った場



色んな跳び箱遊びの場



補助具あり・ゴール（高）

補助具なし・ゴール（低）









「心の健康」と「体ほぐし」との関連を図った指導





「対話的な活動の場の工夫」



「対話的な活動の場の工夫」

何のために対話的な活動を設定するのか

・考えを広げる

・課題の解決

・めあての達成

・考えを深める・学びの共有

・新たな気付き

効果を考える



「対話的な活動の場の工夫」

何のために話し合うのかな。

何を話せばいいのか分からない。

自分も意見言いたいのに。

友だちが言っていることが、よく分からない。

早く動きたいのに。



「対話的な活動の場の工夫」

何のために話し合うのかな。

何を話せばいいのか分からない。

自分も意見言いたいのに。

友だちが言っていることが、よく分からない。

早く動きたいのに。

（発言する機会を保障）



自分の考えを持つ時間を設定

発問（困り感から課題を設定）

発問に対する自分の考えを持つ（学習カード）

考えを検証する（ゲーム１）

考えについて振り返る（チームタイム）

振り返ったことを生かす（ゲーム２）

学習全体の振り返り（発表・ロイロノート等）











テーマに迫るための取り組み（共通実践）

④「対話的な活動の場の工夫」

①「運動の特性に着目した授業づくりと教具の工夫」

③「児童の課題解決をサポートする手立て」

②「自己決定の場の設定」



授業する上で大切にしていること

技能以外の「できる」を価値付け、評価する。

仲間を大切に「できる」

仲間を支えることが「できる」

用具を大切に扱うことが「できる」

安全に気を付けることが「できる」



仲間を大切にする挨拶ができる



仲間の活動を支えることができる



用具を大切に扱うことができる



安全に気をつけることができる















地域人材を活用した取り組み



地域人材を活用した取り組み



家庭との連携



校内研（女子体育連盟主催実技研修会）



校内研（実技研修）



成果と課題
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体育の授業は好きですか。（第３学年～第６学年）

選択肢 R４（２月） R５（２月） R６（１１月）

「はい」「少し」 ８８％（１７４） ９３％（２０１） ８９％（１９６）

R４ R５ R６



少し

要因

・鉄棒が苦手（でもキャッチバレーボールは好き）

・サッカーが苦手（でも水泳は好き）

・走ることが苦手（でもジャンプ、転がることは好
き）



少し

要因

・みんなの前で上手く出来なかったりミスをした
りするのが怖いし、恥ずかしい。

・自分の考えをもつことが少し苦手。グループの
友だちに強い言葉の人がいると話がまとまらな
くて困る。

・先生の言うことを聞かない人がいる。



少し

要因

・汗をかくから。マスクを外さないといけないか
ら。

・夏は暑いし、冬は寒いから。



少し

要因

・サッカー、跳び箱、ボール投げ、走ること、
どれも難しい。
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選択肢 R５（７月） R６（６月）
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体育の授業は楽しいですか。（第１学年～第６学年）
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体育の学習では、動きのこつや新しい遊び方などを友
だちや先生に伝えることができますか。 （第３学年～第６学年）

R４ R５ R６

選択肢 R４（２月） R５（２月） R６（１１月）

「はい」「少し」 ６４％（１２７） ８１％（１７５） ７９％（１７３）



はい

103

47%

少し

101

46%

あまり

6

3%

いいえ

10

4%

R６
選択肢 R６（１１月）

「はい」「少し」 ９３％（２０４）

「体育の授業では、自分の考えや意見、発見したことや
気付いたことなどを仲間や先生に伝えることができま
すか。」 （第３学年～第６学年）



成果と課題 （新体力テスト・全国体力、運動能力調査）

学年 握 力 上体起 体前屈 反復横 ｼｬﾄﾙﾗﾝ 50m走 立幅跳 ｿﾌﾄ投げ

男子

１年 △48.8 △49.9 ◎57.0 △48.7 ◎51.1 △47.8 ◎56.7 ◎58.2
２年 △48.2 ◎57.7 ◎62.9 ◎51.5 ◎51.7 △42.2 ◎58.8 ◎58.7
３年 △46.4 ◎57.7 ◎62.9 ◎51.5 ◎51.7 △42.2 ◎58.8 ◎58.7
４年 ◎50.6 ◎55.0 ◎57.3 ◎55.4 △49.6 △44.7 ◎57.7 ◎57.4
５年 △45.3 ◎52.6 ◎56.3 ◎54.7 ◎53.1 △43.6 ◎50.4 ◎51.9
６年 △45.2 △48.9 ◎53.2 △47.8 ◎50.9 △48.4 ◎53.0 ◎52.7

女子

１年 △49.6 △47.1 ◎55.4 △47.3 ◎52.4 △46.5 ◎56.1 ◎58.9
２年 △44.1 △45.1 ◎58.1 △46.4 ◎50.3 △33.8 △49.2 ◎52.1
３年 △42.7 △49.3 ◎57.7 △47.5 ◎54.7 △37.6 ◎53.4 ◎54.0
４年 ◎52.8 ◎51.1 ◎56.1 ◎54.3 △45.5 △40.0 ◎54.2 ◎51.8
５年 △45.8 ◎55.6 ◎53.0 ◎51.8 ◎55.2 △43.6 ◎51.9 ◎51.5
６年 △49.3 ◎52.7 △48.5 ◎53.0 ◎50.7 △48.4 ◎52.4 ◎53.6



年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

項目数 ２７ ２３ ４４ ５8

達成率 ２８％ ２４％ ４６％ ６０％

成果と課題 （新体力テスト・全国体力、運動能力調査）

全国平均以上の項目数 ※全96項目（8種目×6学年×２性別）

２倍以上UP



成果と課題 （新体力テスト・全国体力、運動能力調査）

○令和６年度はソフトボール投げの種目において、
全学年男女全て全国平均を上回っている。

○令和６年度は男女共に２０Mシャトルランで全国
平均を上回る学年が多い。

（令和４年度）男女共に０学年
（令和５年度）男子３学年 女子３学年
（令和６年度）男子５学年 女子５学年



△５０M走において、男女共に全ての学年で
全国平均を下回っている。

△ほとんどの学年において、握力の数値が
全国平均を下回っている。

成果と課題 （新体力テスト・全国体力、運動能力調査）



成果と課題（３年間を振り返って）

〇自己決定の場を設定することにより、意欲的
に運動に取り組む児童が増え、結果体力の向
上にもつながった。

〇対話的な活動の工夫によって、課題解決に向
け、積極的に自身の考えや意見を発言したり、
協働的に課題解決に取り組んだりする児童の
姿が見られた。



成果と課題（３年間を振り返って）

△運動領域・保健領域の学びから、実生活の課題
解決へとつなげる実践が不足している。

△運動に対して否定的な思いをもっている児童の
欲求に基づいた指導及び支援をさらに工夫する
必要がある。




